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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成26年7月24日(2014.7.24)

【公表番号】特表2012-524979(P2012-524979A)
【公表日】平成24年10月18日(2012.10.18)
【年通号数】公開・登録公報2012-042
【出願番号】特願2012-507418(P2012-507418)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ   4/90     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/86     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  23/42     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   8/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ   4/90    　　　Ｂ
   Ｈ０１Ｍ   4/86    　　　Ｍ
   Ｈ０１Ｍ   4/90    　　　Ｙ
   Ｂ０１Ｊ  23/42    　　　Ｍ
   Ｈ０１Ｍ   8/10    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年6月5日(2014.6.5)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３１】
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【表１－１】

【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３２
【訂正方法】変更
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【訂正の内容】
【００３２】
【表１－２】

【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
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【訂正対象項目名】００３５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３５】
　図１は、表１で０．２１ｍｇ／ｃｍ２の総Ｐｔ装填量を有する実施例のみについての、
適用されるＰｔ層（真空昇華可能な有機分子固体の第２層を交互に重ねられる）の厚さの
関数として、触媒のＰｔ＜１１１＞粒度をプロットしたグラフである。したがって、図１
が示すところでは、任意のＰｔ粒度は、第２層と交互に重ねられるＰｔ層の厚さを制御す
ることにより、固定したＰｔ装填量にて達成することができる。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ナノスケールの触媒粒子を有するミクロ構造担持ウィスカーを含むナノ構造要素を含む
燃料電池触媒であって、前記ナノスケールの触媒粒子は薄膜として前記ミクロ構造担持ウ
ィスカー上に配置されており、前記ナノスケールの触媒粒子は第１層及び第２層を交互に
含み、前記第１層が触媒材料を含み、前記第２層が真空昇華可能な有機分子固体を含む、
燃料電池触媒。
【請求項２】
　少なくとも２つの前記第１層を含む、請求項１に記載の燃料電池触媒。
【請求項３】
　少なくとも２つの前記第１層と少なくとも２つの前記第２層とを含む、請求項１に記載
の燃料電池触媒。
【請求項４】
　前記第１層が５オングストローム～２０００オングストロームの平面相当厚を有する、
請求項１に記載の燃料電池触媒。
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